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下
げ
の
取
り
扱
い
を
め
ぐ
り

県
当
局
か
ら
明
確
な
回
答
が

得
ら
れ
ず
、
交
渉
は
中
断
と

な
り
ま
し
た
。

　
国
で
は
、
先
月
の
衆
院
選

に
加
え
、
臨
時
国
会
が
召
集

さ
れ
ず
給
与
法
改
正
の
上
程

が
行
わ
れ
て
い
な
い
こ
と
か

ら
、
　
月
一
時
金
の
支
給
基

12

準
日
　
月
１
日
に
間
に
合
わ

12

ず
、
今
後
は
来
年
６
月
引
き

下
げ
調
整
も
含
め
検
討
さ
れ

る
見
込
み
で
す
。

　
交
渉
で
は
、
国
の
動
向
に

左
右
さ
れ
ず
「
労
使
に
よ
る

自
主
的
な
決
定
を
す
べ
き
」

と
求
め
ま
し
た
が
、
県
当
局

は
「
国
の
動
向
を
見
て
検
討

し
た
い
」
と
し
て
、
具
体
的

な
態
度
が
示
さ
れ
ま
せ
ん
で

し
た
。

　
地
公
労
は
、
同
　
日
夕

15

方
、
県
庁
で
決
起
集
会
を
開

き
、
交
渉
の
経
過
と
、
今
後

の
対
応
に
つ
い
て
意
思
統
一

を
は
か
り
ま
し
た
。
地
公
労

の
須
之
内
議
長
（
県
職
連
合

執
行
委
員
長
）
は
、
当
局
の

消
極
的
姿
勢
を
指
摘
し
、

「
コ
ロ
ナ
禍
の
組
合
員
の
奮

闘
を
み
れ
ば
、
納
得
で
き
る

も
の
で
は
な
い
。
一
時
金
の

取
り
扱
い
の
ほ
か
、
重
点
課

題
の
前
進
に
向
け
て
最
後
ま

で
た
た
か
い
抜
い
て
い
く
」

と
決
意
を
述
べ
ま
し
た
。

　
一
時
金
以
外
の
要
求
項
目

で
あ
る
通
勤
手
当
の
改
善
、

妊
娠
・
出
産
・
育
児
等
休
暇

制
度
、
不
妊
治
療
休
暇
の
取

書
を
提
出
し
交
渉
を
行
っ
て

き
た
と
こ
ろ
で
す
が
、
　
月
11

　
日
午
前
に
行
わ
れ
た
第
３

15回
交
渉
で
は
、
一
時
金
引
き

第２回拡大闘争委員会
日時　12月７日（火）18：30～
場所　水戸市　自治労会館
場所　人事院・県人事委員会の取り扱いと対応
　　　2021自治体確定闘争の推進について

　
地
公
労
（
茨
城
県
地
方
公

務
員
共
闘
会
議
）
は
、
　
月
10

　
日
の
県
人
事
委
員
会
勧
告

11を
受
け
、
知
事
宛
て
に
要
求

駅
悦

詠
詠
詠
詠
詠
詠
詠
詠
詠
詠
詠
詠
詠
詠
詠
詠
詠
詠
詠
詠
詠
詠
詠
詠
詠
詠
詠
詠
詠
詠
詠
詠
詠
詠
詠
詠
詠
詠
詠
詠
詠
詠
詠
詠
詠
詠
詠
詠
詠
詠
詠
詠
詠
詠
詠
詠
詠
詠
詠
詠
詠
詠
詠
詠
詠
詠
詠
詠
詠

　
県
本
部
は
　
月
５
日
、
茨

11

城
県
市
長
会
長（
山
口
伸
樹

笠
間
市
長
）、
町
村
会
長（
染

谷
森
雄
五
霞
町
長
）に
対
し
、

２
０
２
１
人
事
院
勧
告
に
関

す
る
要
請
行
動
と
し
て
、
県

本
部
の
千
歳
委
員
長
・
生
井

継
続
的
な
職
員
採
用
を

県
本
部
が
市
長
・
町
村
会
へ
要
請

澤
書
記
長
が
、
市
長
会
・
町

村
会
の
今
関
常
務
理
事
へ
要

請
書
を
手
渡
し
ま
し
た
。

　
今
年
の
人
事
院
勧
告
は
、

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染

症
や
大
規
模
災
害
対
応
で
奮

闘
す
る
職
員
の
努
力
を
踏
ま

え
れ
ば
大
変
不
満
の
残
る
内

容
で
す
。
ま
た
、
働
き
方
改

革
に
伴
い
長
時
間
労
働
の
是

正
な
ど
各
市
町
村
長
に
対
し

申
し
入
れ
を
行
う
よ
う
要
請

し
ま
し
た
。

　
要
請
内
容
は
、
①
地
方
公

務
員
の
給
与
改
定
は
職
員
団

体
と
の
交
渉
・
協
議
の
う
え

合
意
す
る
こ
と
、
②
賃
金
・

一
時
金
の
水
準
維
持
、
③
初

任
給
基
準
引
き
上
げ
、
昇

格
・
昇
給
決
定
基
準
の
改

善
、
地
域
手
当
支
給
と
号
給

の
増
設
な
ど
、
賃
金
に
関
す

る
こ
と
の
ほ
か
に
、
①
公
務

に
お
け
る
働
き
方
改
革
の
着

実
な
推
進
と
労
働
時
間
の
適

正
な
把
握
、
時
間
外
勤
務
の

上
限
規
制
厳
守
、
②
感
染
症

対
策
・
自
然
災
害
対
応
に
も

可
能
な
良
好
な
公
共
サ
ー
ビ

ス
の
提
供
が
で
き
る
継
続
的

な
職
員
採
用
、
③
会
計
年
度

市長会・町村会の今関常務へ要請書を渡す
千歳委員長（左）

得
日
数
、
会
計
年
度
任
用
職

員
の
休
暇
制
度
等
に
つ
い
て

も
、
地
公
労
は
一
時
金
と
切

り
離
し
て
の
妥
結
は
で
き
な

い
と
し
て
交
渉
が
再
開
で
き

な
い
状
況
と
な
っ
て
い
ま

す
。
　
こ
の
間
、
県
本
部
で
は
、

国
の
動
向
に
関
わ
ら
ず
自
主

的
、
主
体
的
な
交
渉
を
各
単

組
へ
求
め
て
き
ま
し
た
。
一

時
金
に
つ
い
て
　
月
議
会
で

12

の
改
正
を
見
送
る
市
町
村
が

多
く
見
受
け
ら
れ
ま
す
が
、

単
組
は
、
勧
告
内
容
を
踏
ま

え
た
賃
金
・
労
働
条
件
に
か

か
る
新
規
・
継
続
課
題
、
単

組
独
自
課
題
の
解
決
に
向
け

確
定
闘
争
を
取
り
組
ん
で
い

か
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。

無料法律相談、随時ＯＫ
　自治労茨城県本部では、無料法律相談を随時行っています。
労働・生活に関わる悩み事などお気軽にご相談ください。自治
労茨城県本部顧問弁護士が相談に応じます。

相談先　自治労茨城県本部顧問弁護士　丹下　昌子
　　　　水戸市南町３丁目４番５７号
　　　　水戸セントラルビル３階
　　　　丹下・小沼法律事務所
　　　　電話　029－224－5150　Fax　029－226－2191

　尚、法律相談は、依頼者（相談者）が丹下・小沼法律事務所
に直接電話し、相談日程等を決めて下さい。法律相談は、個別
事案ごとに、初回の法律相談を無料とし、２回目以降は所定の
報酬および経費を依頼者（相談者）が支払うことになります。

地公労が妥結を見送り
一時金をめぐり交渉中断

団結ガンバローでたたかう決意を表す地公労決起集会

任
用
職
員
の
休
暇
制
度
の
是

正
と
期
末
手
当
支
給
月
数
の

維
持
、
④
国
に
遅
れ
る
こ
と

の
な
い
定
年
引
き
上
げ
の
確

実
な
実
施
、
⑤
男
女
共
同
参

画
社
会
の
実
現
に
向
け
「
女

性
活
躍
推
進
法
」
、「
次
世

代
育
成
支
援
対
策
推
進
法
」

の
具
体
的
施
策
な
ど
に
つ
い

て
で
す
。

県市町村課の渡辺課長補佐へ申し入れを
する生井澤書記長（左）

労
使
合
意
の
尊
重
を

県
市
町
村
課
に
申
入
れ
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県
本
部
は
　
月
８
日
、

11

「
市
町
村
職
員
の
勤
務
条
件

に
対
す
る
助
言
等
に
つ
い
て

の
申
入
れ
」
を
県
市
町
村
課

に
対
し
て
行
い
ま
し
た
。
要

請
は
、
県
本
部
の
生
井
澤
書

記
長
、
柳
生
書
記
次
長
が
行

い
、
県
市
町
村
課
は
渡
辺
課

長
補
佐
が
対
応
し
ま
し
た
。

　
地
方
公
務
員
の
給
与
・
勤

務
条
件
は
人
事
院
及
び
県
人

事
委
員
会
の
勧
告
・
報
告
を

考
慮
す
る
こ
と
と
な
っ
て
お

り
、
例
年
、
県
市
町
村
課
か

ら
県
内
市
町
村
に
対
し
通
知

に
よ
る
技
術
的
助
言
が
行
わ

れ
て
い
ま
す
。

　
県
本
部
は
、
市
町
村
の
給

与
・
勤
務
条
件
は
労
使
交

渉
・
協
議
に
よ
る
合
意
を
前

提
と
し
て
決
定
さ
れ
る
べ
き

で
あ
り
技
術
的
助
言
は
労
使

関
係
へ
の
不
当
介
入
と
も
捉

え
か
ね
な
い
と
し
て
、
毎

年
、
市
町
村
課
へ
申
入
れ
を

行
っ
て
い
ま
す
。

　
内
容
は
、
①
市
町
村
の
給

与
・
勤
務
条
件
改
定
は
労
使

合
意
を
最
大
限
尊
重
す
る
こ

と
、
②
給
与
・
一
時
金
の
公

民
較
差
解
消
は
市
町
村
の
労

使
合
意
を
最
大
限
尊
重
す
る

こ
と
、
③
働
き
方
改
革
を
着

実
に
推
進
す
る
た
め
の
助
言

を
行
う
こ
と
な
ど
で
す
。

　
良
質
な
公
共
サ
ー
ビ
ス
を

確
実
に
提
供
す
る
た
め
に
は

職
務
を
遂
行
す
る
職
員
の
給

与
・
勤
務
条
件
が
第
一
に
確

保
さ
れ
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ

ん
。
自
律
的
な
労
使
関
係
の

再
認
識
と
、
労
使
合
意
の
尊

重
が
さ
れ
る
よ
う
助
言
を
求

め
ま
し
た
。

知ってほしい！組合用語

　自治体の給与条例を改
正させ、新賃金を確定さ
せる取り組み。例えば都
道府県、政令指定都市の
人事委員会が出す勧告に
基づき労使で交渉し、決
定した内容を条例などで
きめる。この勧告時期か
ら早期決着・支払いをめざ
して賃金が決まるまでの
間の取り組みをいう。

確定闘争
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さ
よ
う
な
ら
原
発
集
会
で
訴
え

　
原
発
事
故
か
ら
今
年
で
　10

年
が
経
過
し
ま
し
た
。
廃
炉

の
行
方
も
見
え
な
い
中
、

国
・
東
電
は
Ａ
Ｌ
Ｐ
Ｓ
処
理

水
（
汚
染
水
）
の
海
洋
放
出

を
進
め
、
再
び
福
島
の
海
を

汚
染
し
よ
う
と
し
て
い
ま

す
。 原

発
事
故
は
終
わ
っ
て
い
な
い

　
こ
の
よ
う
な
中
、
　
月
　

10

23

日
に
開
か
れ
た
「
さ
よ
う
な

ら
原
発
集
会
」
は
、「
フ
ク

シ
マ
原
発
事
故
は
終
わ
っ
て

い
な
い
」
を
ス
ロ
ー
ガ
ン
に

オ
ン
ラ
イ
ン
集
会
と
シ
ン
ポ

ジ
ウ
ム
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

　
集
会
あ
い
さ
つ
で
は
、
呼

び
か
け
人
で
あ
る

ル
ポ
ラ
イ
タ
ー
の

鎌
田
慧
さ
ん
が

「
再
処
理
、
最
終

処
分
が
破
綻
し
て

い
る
原
発
は
終
わ

ら
せ
、
全
て
の
廃

炉
ま
で
力
を
込
め

て
い
こ
う
」
と
参

加
者
へ
強
く
呼
び

か
け
ま
し
た
。

　
フ
ク
シ
マ
か
ら

の
ア
ピ
ー
ル
と
し
て
、「
福

島
原
発
刑
事
告
訴
団
」
の
武

藤
類
子
さ
ん
は
「
原
発
事
故

の
す
べ
て
の
被
害
者
の
た
め

更
な
る
審
議
を
求
め
、
東
電

刑
事
裁
判
控
訴
審
の
勝
訴

を
」
と
訴
え
ま
し
た
。

　
茨
城
か
ら
は
東
海
第
二
原

発
差
し
止
め
訴
訟
団
事
務
局

の
大
石
光
伸
さ
ん
が
、
今
年

３
月
に
水
戸
地
裁
で
下
さ
れ

た
「
東
海
第
二
原
発
は
運
転

し
て
は
な
ら
な
い
」
と
す
る

判
決
報
告
と
、「
２
０
２
２

年
秋
に
予
定
さ
れ
て
い
る
使

用
前
検
査
時
の
燃
料
装
荷
は

再
稼
働
の
は
じ
ま
り
で
あ

り
、
こ
れ
を
許
し
て
は
い
け

「さようなら原発集会」で訴える呼びかけ人の鎌田慧さん

な
い
」
と
強
調
し
ま
し
た
。

　
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
で
は
、

「
福
島
・
汚
染
水
海
洋
放
出

の
問
題
点
と
課
題
」
と
し
て

後
藤
政
志
さ
ん
（
元
原
発
技

術
者
）、
佐
藤
和
良
さ
ん（
い

わ
き
市
議
）が
そ
れ
ぞ
れ
講

演
し
、「
海
洋
放
出
ま
で
に

ま
だ
時
間
が
あ
る
。
そ
れ
ま

で
に
各
地
で
声
を
上
げ
続
け

海
洋
放
出
の
阻
止
を
し
て
い

こ
う
」
と
確
認
し
ま
し
た
。
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国
政
は
ど
う
す
れ
ば
変
わ

る
の
か
。
総
選
挙
の
苦
い
結

果
に
、
改
め
て
考
え
さ
せ
ら

れ
る
。

　
先
日
、
首
都
圏
の
私
立
大

学
で
、
ゲ
ス
ト
講
師
と
し
て

授
業
す
る
機
会
が
あ
っ
た
。

受
講
者
は
約
３
０
０
人
で
、

半
分
が
１
年
生
だ
っ
た
。

　
テ
レ
ビ
ド
ラ
マ
「
半
沢
直

樹
」
と
「
ハ
ケ
ン
の
品
格
」

を
素
材
に
、
日
本
の
働
き
方

の
特
徴
と
課
題
を
話
し
、
課

題
解
決
の
た
め
ど
う
す
る
か

を
考
え
て
も
ら
っ
た
。

　
提
示
し
た
「
課
題
」
の
一

つ
は
、
自
分
が
非
正
規
の
契

約
社
員
と
い
う
設
定
。
社
員

食
堂
の
定
食
代
が
正
社
員
よ

り
高
く
、
ボ
ー
ナ
ス
も
退
職

金
も
出
な
い
。
モ
ヤ
モ
ヤ
が

募
る
が
、
ど
う
し
ま
す
か
？

　
学
生
の
回
答
は
、「
会
社

に
意
見
、
要
望
を
伝
え
る
」

が
　
人
で
ト
ッ
プ
。
以
下
、

65
「
受
け
入
れ
る
」
　
人
、「
正

63

社
員
を
め
ざ
す
」
　
人
、

41

「
正
社
員
に
な
れ
る
会
社
に

転
職
す
る
」
　
人
と
続
い

39

た
。「
労
働
組
合
に
相
談
」

は
　
人
、
「
裁
判
や
労
働
委

10
員
会
に
訴
え
る
」
は
６
人

だ
っ
た
。

　
今
年
は
何
ら
か
の
権
利
主

張
を
考
え
る
学
生
が
目
立
っ

た
。「
契
約
社
員
を
選
択
し

た
の
は
自
分
だ
か
ら
文
句
は

言
え
な
い
」「
正
社
員
と
は

ス
タ
ー
ト
ラ
イ
ン
が
違
う
」

と
い
っ
た
回
答
も
も
ち
ろ
ん

多
か
っ
た
。「
中
学
、
高
校

で
理
不
尽
な
ル
ー
ル
に
慣
れ

て
い
る
か
ら
、
黙
っ
て
従

う
」
と
い
う
回
答
も
あ
り
、

胸
が
痛
く
な
る
。

　
他
方
、「
同
じ
境
遇
の
人

と
一
緒
な
ら
ば
声
を
上
げ
る

こ
と
が
で
き
る
」「
何
も
し

な
い
で
従
う
よ
り
も
、
自
分

に
と
っ
て
も
、
未
来
の
日
本

に
と
っ
て
も
い
い
と
思
う
」

「
Ｓ
Ｎ
Ｓ
で
抗
議
の
意
思
を

示
す
。
そ
れ
が
力
に
な
る
」

な
ど
と
書
い
た
レ
ポ
ー
ト
も

少
な
く
な
か
っ
た
。
飲
食
店

で
ア
ル
バ
イ
ト
を
す
る
学
生

は
、
子
育
て
中
の
女
性
た
ち

が
非
正
規
と
し
て
働
き
、
彼

女
た
ち
が
い
て
初
め
て
業
務

が
回
る
こ
と
に
ふ
れ
、
非
正

規
差
別
の
考
え
を
捨
て
底
上

げ
を
進
め
る
べ
き
だ
と
、
経

験
か
ら
述
べ
た
。
ジ
ェ
ン

ダ
ー
平
等
と
非
正
規
差
別
の

是
正
の
つ
な
が
り
を
再
認
識

し
た
。

　
非
正
規
社
員
へ
の
ボ
ー
ナ

ス
や
退
職
金
の
支
払
い
が
争

わ
れ
た
大
阪
医
科
歯
科
大
と

メ
ト
ロ
コ
マ
ー
ス
、
二
つ
の

労
働
契
約
法
　
条
裁
判
原
告

20

へ
の
共
感
も
つ
づ
ら
れ
た
。

長
す
ぎ
た
新
自
由
主
義
の

下
、
共
感
と
連
帯
の
芽
は
生

き
て
い
る
。

　
彼
女
、
彼
ら
の
声
が
生
か

さ
れ
る
職
場
、
労
使
関
係
を

広
げ
た
い
。
も
の
を
言
い
、

会
社
と
話
し
、
小
さ
な
改
善

を
積
み
上
げ
た
先
に
、
民
主

主
義
へ
の
信
頼
は
深
ま
っ
て

い
く
。
自
分
が
参
加
し
て
実

を
結
ん
だ
身
近
な
場
で
の
変

化
が
、
国
政
の
変
化
に
も
、

き
っ
と
結
び
付
く
。
そ
の
日

が
遠
く
な
い
こ
と
を
。

ジャーナリスト

北　健一

変
化
へ
、
若
い
世
代
の
思
い

  経
済
ニ
ュ
ー
ス
の
裏
側
欽

　
県
本
部
青
年
部
・
女
性
部

で
は
、
毎
年
、
春
闘
要
求
に

向
け「
生
活
職
場
・
賃
金
要
求

ア
ン
ケ
ー
ト
」を
行
い
、
こ

の
結
果
か
ら
年
次
有
給
休
暇

の
取
得
が
し
に
く
い
と
い
う

声
が
多
く
寄
せ
ら
れ
て
い
ま

す
。
多
く
の
職
場
で
人
員
不

足
や
業
務
量
の
増
加
、
今
年

は
コ
ロ
ナ
ワ
ク
チ
ン
接
種
業

務
等
も
加
わ
り
、
さ
ら
に
取

得
が
難
し
い
状
況
で
す
。

　
こ
の
よ
う
な
中
、
青
年

部
・
女
性
部
で
は
毎
年
　
月
１０

か
ら
　
月
に
「
年
休
取
得

１２

キ
ャ
ン
ペ
ー
ン
」を
展
開
し
、

３
ヶ
月
で
５
日
間
の
年
休
取

得
目
標
を
掲
げ
、
取
得
向
上

と
積
極
的
な
権
利
行
使
を

図
っ
て
い
ま
す
。

　「
上
司
に
言
い
づ
ら
い
」、

「
取
得
で
き
る
雰
囲
気
で
は

な
い
」、「
キ
ャ
ン
ペ
ー
ン
を

知
ら
な
か
っ
た
」
な
ど
の
意

見
が
あ
る
中
で
、
こ
の
取
り

組
み
を
職
場
へ
浸
透
さ
せ
、

組
合
員
同
士
で
も
取
得
し
や

す
い
職
場
環
境
を
つ
く
っ
て

い
き
ま
し
ょ
う
。
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